
近くのスーパーで､食材は､購入行っています。食事つくりは､夕食は､手作りを行っています。町内会では､14
組の組長で年度初めの会合に出ている。町内会､老人会より声かけがあり､「老人会」「敬老会」「運動会」を
はじめ､市民センター主催の昼食会､コンサート等､催しには参加している。　専門学校よりが実習生が必修
科目のために実習に来ている。この事が全部コロナ禍にて､中止や時期を見て延期等になっています。　か
がやきで最期を迎えさせたいと言うご家族様の希望でターミナルを行っていました。看取りを2名様,かがやき
で見送りました。これもコロナの中､面会の制約がありました。(玄関で15分扉解放)職員間連絡を密に取り､
ご家族様との連絡は､会えない分細かく連絡をとっている。医療連携加算にて体制を整え訪問看護が健康
管理で来ている。緊急対応で医師との連絡もとり､特別指示にても対応を行って頂いている。評価結果確定日
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契約を行う時は、運営規定、契約書、重点事項説明書を十分に
詳しく説明している。契約後も不安や疑問点がないかを尋ねて
その都度、納得されるように対応に心がけている。解約時の対
応も同様である。尚医療連携体制加算と看取り加算に関しても
書類を交わしている。それに個人情報の書類にブログ、パンフ
レット等にのせて良いかどうかをチェックする項目もある。尚、入
居に伴いリスクもあるので書類で説明行い署名を頂いている。

お気づきの点や満足を頂いているかを伺っている。毎月「ご要
望・苦情内容・改善策」等の葉書を請求書の中に入れ、ご家族
に郵送している。改善葉書は本社に届くようになっている。届い
て葉書には、対応と改善を行っている。玄関にご意見箱も設置
している。ご家族様との面会時には声掛けし話しやすいように
対応を行っている。コロナ禍面会は玄関で15分で扉は、オープ
ンで行っている。（マスク・フェースシールド対応）緊急事態時
は、面会も無しです。
月一回の職員会議では、ホーム長が、リモートのズームでの月
例会議とさわやか倶楽部の会議内容とかがやきの当月の内容
の報告と前月の事故・転倒転落の内容を話している。（リスク委
員会や身体拘束委員会・虐待防止委員会も定期的に入る）その
中で職員からの意見を聞く場を設けている。毎月行われる各ユ
ニット毎のフロアー会議では、職員が様々な意見を言えるような
資料と共に環境作りを行っている。（会議内容は、6回程に分け
て、職員全員にホーム長が伝達している＝口腔衛生体制加算
の為に口腔の勉強会もあり）
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新人職員には、まずさわやかアカデミーの冊子を渡し、トレー
ナー、サブトレーナーの2人を付け指導している。新人は、新人
研修とその3ヶ月後の確認研修に参加して貰っている。1・3・6ヶ
月の報告書に記入してもらい確認している。現任者研修にも積
極的に参加してもらっている。又行けなかった職員に伝達講習
を行いレポートを提出している。外部研修には研修費用を半額
負担する事で職員の負担軽減を図っている。（絶対必要な研修
は、全額会社負担へ移行中です）コロナ禍は、研修はリモートで
実施です。

様々な理由により今に至った経緯を職員全員で共有し、「こ
こに居れば安心だ」と入居者様、ご家族様に思って頂けるよ
う支援しつつ、グループホームの本質を理解して頂いてい
る。又サービス担当者会議や毎月の行事等を連絡し一緒に
参加頂き、ご家族様と職員の意思疎通を図りご本人様のサ
ポートに繋げている。コロナ禍で家族参加無し、玄関で15分
以内の面会となる。緊急事態時は面会無し。請求書や領収
書の中に写真を必ず同封している。
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一年を通して行事やイベント等のお知らせを行い来訪して頂い
ている。誕生日会のお誘いで久々に来訪された方々との再会で
喜ばれる場面が見られる。周年祭には、町内の方々もお呼びす
ると、お知り合いの方に会えてお話している所も見られる。関係
のある方に年賀状等を出して縁が途切れないように支援してい
る。コロナ禍、来訪者は、玄関にて対応です。コロナにて思い描
いている支援が出来ていない状況がある。友達や親戚も電話で
の対応になっている。

毎月外出レク、外食レク等のレクレーションを2回以上行い入居
者様同士の交流を楽しまれている。日々朝の体操、朝礼に始ま
り、ティータイム、食事等一緒に過ごしている。職員も入居者様
同士の間に入り、コミュニケーションが図りやすい環境作りに努
めている。コロナ対応にて行動制限が、無い時にドライブ等を人
数2人程でお連れして何回かに分けて行っている。入居者様の
大好きな、外食カラオケレク（貸切バスでコロッケ倶楽部へ）は、
コロナになり全くいけてない状態です。

現状の課題にはご本人様の思いをもとに長期と短期目標を
ご本人様、ご家族様、職員を交え検討しより良いサービスが
行えるように話し合っている。尚担当医師、看護師が一緒に
会議に参加してもらえるように図っている。時間が取れない
場合は、照会にて文章として回答を頂いてケアプランに反
映しサービスに結び付けている。（目標達成の状況の現時
点での結果も踏まえ介護計画の見直しを行っている）
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ご本人様、ご家族様等の希望を大切に望まれる病院へ受
診している。ホームに月２回来られる林内科を利用される場
合もある。夜間帯に連絡を取る事も可能であり、指示を頂く
事も出来る。緊急時には新小文字病院と医療連携を結んで
いる。歯科は小文字歯科である。訪問歯科は、和泉二島予
防歯科である。（希望者・必要者）訪問看護との連携にて緊
急時と夜間の連絡が出来る。コロナ禍は、指定した病院に
救急で入る事が出ないときがたまに発生ありです。

初回アセスメント時より、センター方式に沿い終末期につい
てご本人様、ご家族様の想いや考えを聞き記入している。
（契約書と共に保管）ホームでは22回ターミナルを経験して
いる。重度化の入居者様のご家族様には、施設設備内で出
来る事（看取り内容）を身体の状況に合わせ説明を行い納
得頂いている。地域の方々には、会議時には、看取り状況
の話も伝えている。（コロナ禍は、会議は、緊急事態解除時
で玄関か駐車場にて）
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消防避難訓練を毎月、夜間想定、昼間想定（地震・水害）を
し入居者様も実際に参加して頂き行っている。又年に1度消
防署立会いで訓練をし、指導して頂いている。緊急連絡網
は早く駆けつけられる順番で張り付けられている。近くにあ
る施設や地域との協力体制は万全にしている。又連絡網に
は、近くの町内副会長の電話番号も載っている。（コロナ
禍、緊急事態解除時20分程消防職員に通報訓練のみ見て
頂く予定）BCPデータ作成行う。

入居者様においしく食べて頂けるように彩りも考え国産の物
や季節食材利用で夕食は、調理している。（朝・昼冷食利
用）、食べやすいように食事形態に配慮している。（軟飯・ミ
キサー食）提供時「昼ごはんは、○○です」とお伝えして今
は何時で何を食べるかを伝える事としている。入居者様各
自の残存能力に応じて座って行う時は、食事後テーブル拭
きを行って頂いている。（コロナ禍は、食べたい物を聞いて
採用）
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